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本日の内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ２１．２０１２年３月期決算の概要

２．セグメント別の状況（２０１２年３月期）

３．２０１３年３月期の業績予想

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

・・・・・・・・・・・ Ｐ ６

・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１７

・・・・・・ Ｐ２２
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１．２０１２年３月期 決算の概要
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１）業績ハイライト （単位：百万円・％）

８６．２

△３．５

△８．１

△２．３

増減率

２，６３２５，６８６３，０５４当 期 純 利 益

△３９８１１，０６７１１，４６６経 常 利 益

△１，６０６１８，２９４１９，９００営 業 利 益

●営業収益
流通業及びレジャー・サービス業で増収
となったものの、東日本大震災や台風
の影響等により運輸業が減収となった
ほか、建設業の減収もあり減収

●営業利益

運輸業及びレジャー・サービス業を除き
減益

●当期純利益

減損損失等の特別損失を計上したもの
の、法人税率の変更により、繰延税金
負債等を取り崩した結果、法人税等調
整額が減少したことによる増益

△４，２９４１８１，８６９１８６，１６４営 業 収 益

増減理由増減額2012年3月期2011年3月期

１１．２０．２０１２１２年３月期決算の概要年３月期決算の概要
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１１．２０．２０１２１２年３月期決算の概要年３月期決算の概要

２）資産、負債及び純資産の状況

短期借入金の減少△１３，２７６４８０，３４６４９３，６２３有 利 子 負 債 残 高

△９，８６４７８９，５９１７９９，４５５負 債 純 資 産 合 計

７，１３５１３５，６０２１２８，４６７純 資 産

△１６，９９９６５３，９８８６７０，９８８負 債 合 計

△９，８６４７８９，５９１７９９，４５５資 産 合 計

△１１，８３７７０６，０５５７１７，８９３固 定 資 産

●流動資産

現金及び預金、商品及び製品の増加

●固定資産

連続立体交差化工事の進捗等による建設仮勘定の
増加があったものの、減価償却の進捗や減損損失
の計上等による有形固定資産の減少

●負債

借入金の返済や法人税率の変更による繰延税金負
債及び再評価に係る繰延税金負債の取り崩し等に
よる減少

●純資産

当期純利益の計上や、法人税率変更による土地再
評価差額金の増加等による増加

１，９７３８３，５３５８１，５６２流 動 資 産

増減理由増減額2012年3月末2011年3月末

（単位：百万円）
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１，３７３１８，９３５１７，５６１
現 金 及 び 現 金

同等物の期末残高

△１，０９８

△１，７３２

４，６２１

増減額

△１６，１６２

△２０，２２８

３７，７６４

2012年3月期

●営業活動によるキャッシュ・フロー

仕入債務の増加による収入の増加

●投資活動によるキャッシュ・フロー

工事負担金等受入による収入が減少したことによる
支出の増加

●財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出が増加したことによる
支出の増加

増減理由

△１５，０６４

△１８，４９５

３３，１４３

2011年3月期

財 務 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

１１．２０．２０１２１２年３月期決算の概要年３月期決算の概要

３）キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円）
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２．セグメント別の状況（２０１２年３月期）
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建設業

（５社）

その他の事業

（４社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２３社）

流通業

（７社）

不動産業

（４社）

運輸業

（２９社）

【連結子会社５２社・非連結子会社１１社・関連会社５社（うち持分法適用会社３社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０（２０１２１２年年３３月末現月末現在在））

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）

※当社は複数セグメントに重複して含まれております。

連結子会社の増加 １社：南海リテールプランニング株式会社

連結子会社の減少 ２社：株式会社クマコー旅行、株式会社ジオナンカイトラベル

増減（対 ２０１１年３月末現在）

運輸
843

（40.5%）

不動産
245

（11.8%）

流通
239

（11.5%）

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ
350

（16.8%）

建設
390

（18.7%）

その他
14

（0.7%）

運輸
103

（55.6%）

不動産
50

（27.3%）

流通
15

（8.2%）

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ
6

（3.4%）

建設
8

（4.7%）

その他
1

（0.8%）
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△２．３

△１５．７

△５．２

４．１

２．０

△２．９

△０．８

増減率

１８６，１６４

△２４，２０８

１，６６３

４１，１５７

３３，６５９

２３，４６６

２５，３３６

８５，０８８

2011年3月期

△７４４２４，５９２不 動 産 業

△４，２９４１８１，８６９合 計

△２６，５００調 整 額

△２６０１，４０２そ の 他 の 事 業

△２，１４８３９，００９建 設 業

１，３８２３５，０４１レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業

４６２２３，９２９流 通 業

△６９４８４，３９４運 輸 業

増減額2012年3月期

１）セグメント別営業収益 （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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△８．１

△１６．０

△２９．２

２００．６

△８．９

△２１．１

０．８

増減率

１９，９００

△１２５

１８０

１，２２５

２０９

１，６８１

６，４５９

１０，２６９

2011年3月期

△１，３６６５，０９３不 動 産 業

△１，６０６１８，２９４合 計

△３２８調 整 額

△２８１５１そ の 他 の 事 業

△３５７８６７建 設 業

４１９６２８レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業

△１４９１，５３２流 通 業

７８１０，３４８運 輸 業

増減額2012年3月期

２）セグメント別営業利益 （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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△０．８△６９４８４，３９４８５，０８８営 業 収 益

△６，０３１△５，６９２調整額（セグメント内）

５０．０

△３．１

０．８

８．７

２．７

△１．２

０．１

６．４

△１．７

増減率

４，５３２１３，５８８９，０５６
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

１２，９６２

１０，２６９

４，２２３

３，５８２

１，８７７

２４，６１７

１，３５２

５５，１２８

2011年3月期

８６１，４３８軌 道 事 業

△４００１２，５６１減 価 償 却 費

７８１０，３４８営 業 利 益

３６８４，５９２車 両 整 備 業

９６３，６７８貨 物 運 送 業

△２２１，８５５海 運 業

３４２４，６５１バ ス 事 業

●鉄道事業

東日本大震災や台風上陸の影響
等により減収となったものの、費用
削減効果もあり増益

●車両整備業

原油価格上昇に伴う燃料販売収入
の増収

△９１８５４，２１０鉄 道 事 業

増減理由増減額2012年3月期

３）運輸業の実績 （減収増益）
（単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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２２３，４８４

１３８，０１８

８５，４６６

５１，５９６

２２，５４８

２９，０４７

2012年3月期

△１．１

△１．１

△１．３

△１．４

△１．６

△１．２

増減率

２２６，０６５合 計

１３９，４８４定 期

８６，５８１定 期 外輸
送
人
員

５２，３２９合 計

２２，９２２定 期

２９，４０７定 期 外旅
客
収
入

2011年3月期全 線

７，２４３

３，４１４

３，８２９

４，３０１

１，０８５

３，２１５

2012年3月期

△２．９

△３．７

△２．１

△２．０

△４．０

△１．３

増減率

７，４５７合 計

３，５４５定 期

３，９１２定 期 外輸
送
人
員

４，３８８合 計

１，１３０定 期

３，２５７定 期 外旅
客
収
入

2011年3月期空港線

（単位：百万円 ・千人・％）
鉄道旅客収入と輸送人員表

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）

（単位：百万円 ・千人・％）
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△２１．１△１，３６６５，０９３６，４５９営 業 利 益

△２．９△７４４２４，５９２２５，３３６営 業 収 益

△５０．８

△１．１

△０．３

△３．１

増減率

△３，７１１３，５９６７，３０７
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

４，７５２

△４６９

６，８２０

１８，９８５

2011年3月期

△５４４，６９８減 価 償 却 費

△５９６調整額（セグメント内）

△１９６，８０１不 動 産 販 売 業

●不動産賃貸業

南海都市創造㈱との合併による
減収減益ほか

●不動産販売業

分譲マンションの販売減少による
減収

●主な利益内訳

不動産賃貸業： 7,222（△649）

不動産販売業：△2,081（△664）

（たな卸資産評価損増加）

△５９７１８，３８７不 動 産 賃 貸 業

増減理由増減額2012年3月期

（単位：百万円・％）４）不動産業の実績 （減収減益）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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△８．９△１４９１，５３２１，６８１営 業 利 益

２．０４６２２３，９２９２３，４６６営 業 収 益

１１．１

５．２

２１．３

△１．３

０．９

増減率

２７６２，７７４２，４９８
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

３，４３４

△１，２７５

８９９

１２，９４３

１０，８９８

2011年3月期

１７７３，６１２減 価 償 却 費

△９２９調整額（セグメント内）

１９１１，０９１そ の 他

△１６７１２，７７５物 品 販 売 業

●ショッピングセンターの経営

なんばＣＩＴＹリニューアル効果によ
る増収があったものの、なんば
パークスリニューアルに伴う店舗閉
鎖等による減益

●その他

レンタルＤＶＤ店拡大による増収

９３１０，９９１
シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー

の経営

増減理由増減額2012年3月期

５）流通業の実績 （増収減益） （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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２００．６４１９６２８２０９営 業 利 益

４．１１，３８２３５，０４１３３，６５９営 業 収 益

１．８

△４．０

０．５

△７．１

６．２

９．１

２．１

△２８．３

１．０

１８．５

増減率

４８８３２７８４印 刷 業

１，６４８１９，７９９１８，１５１ﾋ ﾞ ﾙ 管 理 ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 業

△ ７０１，６９６１，７６６減 価 償 却 費

３１１，８１１１，７７９
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

△１，９８３

６，４１８

１，２６１

５，０３３

１，２６４

１，８５７

８７２

2011年3月期

△８９１，１７１広 告 代 理 業

１９１，８７７旅 行 業

△２，１６９調整額 （セグ メン ト内 ）

３４６，４５２そ の 他

１０４５，１３７ボートレース施設賃貸業

△３５８９０６ホ テ ル ・ 旅 館 業

●遊園事業

みさき公園入園者数増加による
増収

●ホテル・旅館業

東日本大震災や台風上陸に伴う
宿泊者数減少による減収

●ビル管理メンテナンス業

指定管理者受託収入及び設備
工事の増加による増収

１６１１，０３３遊 園 事 業

増減理由増減額2012年3月期

６）レジャー・サービス業の実績 （増収増益） （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）



15

△２９．２△３５７８６７１，２２５営 業 利 益

△４．５△７１５９１６６減 価 償 却 費

１１．６

△５．２

△１００．０

△４．１

増減率

●建設業

建設投資の減少に伴う受注競争の
激化や労務費の上昇等による減収
減益

●建築材料卸売業

南海砂利㈱株式譲渡（2010年11
月）

△１，６７２３９，０３０４０，７０３建 設 業

７７５６７
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

△２，１４８３９，００９４１，１５７営 業 収 益

△２５９

７１３

2011年3月期

△２１調整額（セグメント内）

△７１３－建 築 材 料 卸 売 業

増減理由増減額2012年3月期

７）建設業の実績 （減収減益） （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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△１６．０△２８１５１１８０営 業 利 益

△１５．７△２６０１，４０２１，６６３営 業 収 益

△９０．９

△７．０

△１５．８

増減率

△２４２２７
有 形 固 定 資 産 及 び

無形固定資産の増加額

△０７８減 価 償 却 費

△５

１，６６９

2011年3月期

△３調整額（セグメント内）

△２６３１，４０６そ の 他

増減理由増減額2012年3月期

８）その他の事業の実績 （減収減益） （単位：百万円・％）

２２．セグメント別の状況．セグメント別の状況（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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３３．．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
３．２０１３年３月期の業績予想
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１）業績ハイライト （単位：百万円）

※１ 修正予想（B）は2011年10月31日時点の数値
※２ ＥＢＩＴＤＡ＝ 営業利益＋減価償却費

３３．．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想

差異(C-A)予 想(C)

１２．２倍

４９６，０００

４０，７００

２１，０００

４６，９００

６，４００

１２，２００

１９，７００

１９６，７００

2013年3月期

１５，６５３

１６６

△１，２３９

２５，０５０

７１３

１，１３２

１，４０５

１４，８３０

差異(A-B)
修正予想

(B)※１
実績(Ａ)

１１．９倍

４８０，３４６

４０，５３３

２２，２３９

２１，８４９

５，６８６

１１，０６７

１８，２９４

１８１，８６９

2012年3月期

１２．４倍

４９８，８００

４０，３００

２２，６００

４０，２００

５，３００

９，９００

１７，７００

１９２，９００

△１８，４５３

２３３

△３６０

△１８，３５０

３８６

１，１６７

５９４

△１１，０３０ ●営業収益

震災や台風による反動増や
ＬＣＣ旅客増、受注拡大及び
成長戦略に基づく事業拡大
による増収

●営業利益

増収や減価償却費の減少に
よる増益

●投資額

成長戦略投資及びなんばま
ちづくり推進投資による増加

●有利子負債残高

投資額の増加による増加

増減理由

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※ ２

減 価 償 却 費

有 利 子 負 債 残 高

有 利 子 負 債 残 高

／ Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ 倍 率

投 資 額

当 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

営 業 収 益
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（単位：百万円）２）セグメント別営業収益

３３．．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想

１９６，７００

△２４，５００

１，７００

４５，０００

３７，０００

２７，６００

２５，１００

８４，８００

予 想

(C)※２

△１１，０３０

２

△４，０９０

△３，６５８

△７０

△１，３０７

５９４

差異

(A-B)

●運輸業

鉄道事業、バス事業の回復及びＬＣ
Ｃ旅客増による増収

●不動産業

不動産賃貸業において、新規賃貸物
件取得による増収

●流通業

プッシュカート事業会社のＭ＆Ａ実施
や成長戦略に基づく事業拡大による
増収

●レジャー・サービス業

ビル管理メンテナンス業における成
長戦略に基づく事業拡大及び葬祭ビ
ジネスの拡大による増収

●建設業

受注拡大による増収

差異

(C-D)

前年実績

(D)※２

１８１，８６９

△２６，３１０

１，４０２

３９，００９

３３，７４１

２５，０４０

２４，５９２

８４，３９４

2013年3月期

１４，８３０

２９７

５，９９０

３，２５８

２，５５９

５０７

４０５

修正予想

(B)※１

実績

(Ａ)

１８１，８６９

△２６，５００

１，４０２

３９，００９

３５，０４１

２３，９２９

２４，５９２

８４，３９４

2012年3月期

１９２，９００

△２４，０００

１，４００

４３，１００

３８，７００

２４，０００

２５，９００

８３，８００

増減理由

調 整 額

そ の 他

の 事 業

合 計

建 設 業

レ ジ ャ ー ・
サービス業

流 通 業

不 動 産 業

運 輸 業

※１ 修正予想（B）は2011年10月31日時点の数値
※２ 2013年3月期より一部の連結子会社の所属セグメントを変更することに伴い、前年実績（D）のセグメント別営業収益の数値も予想（C）と同じ

セグメント区分に組み替えて表示
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（単位：百万円）３）セグメント別営業利益

３３．．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想

１９，７００

△２００

１００

１，０００

１，２００

２，２００

５，５００

９，９００

予 想

(C)※２

５９４

５１

△１３２

△２７１

４３２

△１０６

１，０４８

差異

(A-B)

●運輸業

鉄道事業の安全投資に伴う除却
費の計上等による減益

●不動産業

不動産販売業において、たな卸
資産評価損の計上額減少による
増益

●流通業

前年度発生したリニューアル関連
経費の減少及びしんかなＣＩＴＹ営
業終了による増益

●レジャー・サービス業

増収による増益

差異

(C-D)

前年実績

(D)※２

１８，２９４

△３２８

１５１

８６７

６１６

１，５４４

５，０９３

１０，３４８

2013年3月期

１，４０５

△５１

１３２

５８３

６５５

４０６

△４４８

修正予想

(B)※１

実績

(Ａ)

１８，２９４

△３２８

１５１

８６７

６２８

１，５３２

５，０９３

１０，３４８

2012年3月期

１７，７００

１００

１００

１，０００

９００

１，１００

５，２００

９，３００

増減理由

調 整 額

そ の 他

の 事 業

合 計

建 設 業

レ ジ ャ ー ・
サービス業

流 通 業

不 動 産 業

運 輸 業

※１ 修正予想（B）は2011年10月31日時点の数値
※２ 2013年3月期より一部の連結子会社の所属セグメントを変更することに伴い、前年実績（D）のセグメント別営業利益の数値も予想（C）と同じ

セグメント区分に組み替えて表示
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３３．．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想

△１．１

△１．１

△１．３

△１．４

△１．６

△１．２

対前年

増減率

２２３，４８４

１３８，０１８

８５，４６６

５１，５９６

２２，５４８

２９，０４７

2012年3月期

実績

２２４，１８５

１３７，６９４

８６，４９１

５２，０７３

２２，５１６

２９，５５７

2013年3月期

予想

△０．３

△０．６

０．０

△０．８

△１．５

△０．２

対前年

増減率

０．３２２６，０６５合 計

△０．２１３９，４８４定 期

１．２８６，５８１定 期 外輸

送

人

員

０．９５２，３２９合 計

△０．１２２，９２２定 期

１．８２９，４０７定 期 外旅

客

収

入

対前年

増減率

2011年3月期

実績全 線

△２．９

△３．７

△２．１

△２．０

△４．０

△１．３

対前年

増減率

７，２４３

３，４１４

３，８２９

４，３０１

１，０８５

３，２１５

2012年3月期

実績

７，６８７

３，５４５

４，１４２

４，５７２

１，１２９

３，４４２

2013年3月期

予想

０．８

０．５

１．１

１．０

０．３

１．３

対前年

増減率

６．１７，４５７合 計

３．８３，５４５定 期

８．２３，９１２定 期 外輸

送

人

員

６．３４，３８８合 計

４．１１，１３０定 期

７．１３，２５７定 期 外旅

客

収

入

対前年

増減率

2011年3月期

実績空港線

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表
（単位：百万円・千人 ・ ％）

（単位：百万円・千人 ・ ％）
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１．２０１２年３月期 決算の概要４．中期経営計画「凜進１３０計画」
の進捗状況
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「凜進１３０計画」の基本方針と数値目標（2011年度～2014年度）

４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

①連結営業収益 ２，３００億円 以上

②連結経常利益 １３０億円以上

③連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍台

基本方針

数値目標（最終年度２０１５年３月期）

① 観光・インバウンドビジネスの推進

② 不動産・流通事業の拡大

③ 新たな事業領域への進出

④ なんばのまちづくり推進

⑤ グループ経営基盤の強化

※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◇ＬＣＣ旅客の取り込み

①観光・インバウンドビジネスの推進（１／２）

◆鉄道事業
・「Ｐｅａｃｈ・なんばきっぷ」発売
日本で唯一、国内線定期便の旅客機内で鉄道の割引乗車券販売

◆バス事業
・リムジンバス「関西空港～梅田線」にて早朝・深夜便対応
・Ｐｅａｃｈ便 暫定ランプバス輸送

※2012年3月 関西国際空港開示資料より関空における国際線旅客便数の推移

リムジンバス乗り場

２１２１０うちＬＣＣ（便／日）

１５５８４３国内線（便／日）

増減
2012夏

ダイヤ

2011夏

ダイヤ

関空における国内線旅客便数の推移

※2012年4月23日現在 関西国際空港資料より作成

7.4%

7.1%

2.8%

2.0%

14.4%
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0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

LCC

国際線

割合

便／週

Ｐｅａｃｈ便暫定ランプバス
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（２／２）

◆受入基盤の整備
・ｉＰａｄを活用した通訳案内サービス開始
・駅ナンバリングの導入
・関空駅に「南海ツーリストサポートセンター」設置

◆訪日外国人観光客の誘客
・ボートレース住之江・ナイトツアー開催
・クルーズ船旅客受入れや春節イベント開催による
なんば商業施設へ誘客

◆関空アクセスの利用促進
・関空から近畿各地（大阪市内、京都、奈良）への「アクセスきっぷ」発売
・リムジンバス路線の増便「関西空港～京都線」

◆高野山地域における沿線活性化
・高野山開創１２００年記念大法会（2015年）
に向けた沿線活性化事業の推進

◇観光・インバウンド需要の取り込み

春節期間中の
「おもてなし」イベント

ボートレース住之江・ナイトツアー

観光展望列車「天空」

南海ツーリストサポートセンター
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◇新規賃貸物件の取得

デラッセ天王寺玉造（イメージ）

◆首都圏のオフィスビルを中心に取得検討中
◆大阪市内で「賃貸マンション」取得

2013年8月

2013年3月

2012年12月

竣工予定日

５６戸大阪市デラッセ天王寺玉造（※１）

５６戸神戸市神戸三宮ブリーズレジデンス（※２）

６９戸東大阪市ヴェリテ永和駅前

物件戸数物件所在地物件名称

（※１）全戸完売 （※２）他社との共同事業物件

大阪市阿倍野区

物件所在地

2012年3月

取得日

約2,600㎡地上9階建

延床面積規模

取得した賃貸マンション（阿倍野区）

②不動産・流通事業の拡大（１／３）

◇マンション分譲事業の拡大
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◇収益基盤の拡充 ～小売・飲食事業等の強化・拡大、ＰＭ機能強化～

②不動産・流通事業の拡大（２／３）

◆駅ナカ事業の沿線外展開

南海グループの南海商事と東急不動産の共同事業体が大阪市交通局御堂筋線の駅ナカ
事業の運営管理者に決定。出店者募集説明会を実施するなど計画推進中。

約９８６㎡２０１３年１０月頃大阪市交通局御堂筋線 なんば駅

約４９６㎡２０１４年４月頃大阪市交通局御堂筋線 梅田駅

約６１８㎡２０１３年４月頃大阪市交通局御堂筋線 天王寺駅

延べ面積オープン時期事業対象場所

梅田駅の店舗（イメージ）

◆プッシュカート事業会社のＭ＆Ａ
エイチ・ツー・オー リテイリンググループから株式１００％取得（2012年3月）
小売事業の強化拡大、他社施設ＰＭ受託に向けたネットワーク構築

【概要】
新会社：南海リテールプランニング株式会社
事業内容：プッシュカート事業（※）、空床運営事業、イベント企画事業
事業エリア：関東・関西・中四国のショッピングセンターを中心に展開
売上高：１４億円（2012年3月期） （※）ショッピングセンター等のパブリックスペース

で、プッシュカート（ワゴン）を使用したミニショップ
を運営する事業。

プッシュカート事業
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

②不動産・流通事業の拡大（３／３）

◆なんばパークスリニューアル
深化し続ける施設を目指し、物販店エリアを
中心としたテナント入替えを実施

◆しんかなＣＩＴＹ営業終了（2012年3月）
不採算事業からの撤退による収益改善

約３億円投資総額

新規４３店、移転・改装２５店対象店舗

２０１２年３月８日オープン日

１５億円（2012年3月期）売上高

１５，７８７㎡営業面積

１９９２年９月２日開業日

◇既存商業施設のブラッシュアップ

なんばパークスリニューアルオープン

新設した女性トイレ内
パウダールーム
（なんばパークス）
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◆「とんぼりリバーウォーク」管理運営受託（2012年4月～）
繁華街ミナミの道頓堀川沿い約１ｋｍに整備された遊歩道の
管理運営事業者に決定。維持管理業務に加え、水辺空間の
更なる賑わいの創出で集客効果を高め、なんばエリアを活性化。

とんぼりリバーウォーク

③新たな事業領域への進出（１／２）

◆シニアビジネスへの参入
・高齢者専門宅配弁当事業参入（2011年9月）
・事業参入に向けて「南海ライフリレーション㈱」（当社１００％出資）を設立（2012年4月）

◇現行事業の周辺事業、新規事業や公共関連ビジネスへの展開

運営管理エリア
(とんぼりリバーウォーク)

南海なんば駅 管理運営エリア（浮庭橋～日本橋間の道頓堀川両岸遊歩道）
※公募時の資料より
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◆葬祭ビジネスの拡大
2006年3月の橋本１号店開業後、南海沿線を中心に12店舗を開業。
本年6月には沿線外の枚方市に13号店を開業予定。

2011年12月ティア大阪狭山（１０号店）

2011年10月ティア大野芝（９号店）
2012年3月期

2011年5月ティア美原（８号店）

2013年3月期

開業年度

2012年2月ティア岸和田（１１号店）

2012年4月ティア浜寺（１２号店）

2012年6月（予定）ティア枚方（１３号店）

開業日店名

ティア店舗展開図

③新たな事業領域への進出（２／２）
◆ビル管理メンテナンス業における受注拡大
ビルメンテナンス業や指定管理者制度（※）を中心に新規管理物件を獲得

2011年4月

2011年4月

2011年4月

運営開始

大阪府岸和田市岸和田市立浪切ホール

大阪府箕面市箕面市立総合運動場

大阪市浪速区大阪府立体育会館

施設所在地施設名称 （※）都道府県や市町村のスポーツ・文化施設、
社会福祉施設、公園などの施設の管理者
に民間事業者等を指定する制度

主な運営管理施設



31

４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況
④なんばのまちづくり推進（１／３）

２０１２年
▼

都市機能の充実による国際化対応と周辺地域、
施設との相乗効果を図り、「なんば」の価値向上を目指す

なんばパークス

パークスタワー
ザ・なんばタワー

南海ビル外壁再生

なんばガレリア

フレイザーレジ
デンス南海大阪

Ｚｅｐｐ Ｎａｍｂａ（ＯSAKA）

南海なんば第１ビル
南海電気鉄道㈱本社
（大阪府立大学入居
2013年4月開学予定）

２００３年 ９月 パークスタワー開業
２００３年１０月 なんばパークス第１期開業
２００７年 ４月 なんばパークス全館グランドオープン
２００７年 ８月 分譲マンション「ザ・なんばタワー」竣工
２００９年 ９月 南海ビル外壁美装化工事完成
２００９年１０月 なんばガレリア誕生
２０１０年１０月 サービスアパートメント「フレイザーレジデンス南海大阪」開業
２０１１年 ４月 なんばＣＩＴＹ再生リニューアルグランドオープン
２０１２年 ４月 Ｚｅｐｐ Ｎａｍｂａ(OSAKA)開業
２０１３年 ３月 南海なんば第１ビル完成・本社移転（予定）

なんばCITY
再生ﾘﾆｭｰｱﾙ

◆主な取組み

なんばエリアの新たな価値創造

２００３年
▼

２００９年
▼
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◇南海会館ビル建替計画

◆施設構成
＜高層部＞

■事務所系オフィス（２０階～２９階）
■ビジネスサポート・生活サービス系オフィス

（１１階～１９階）

＜中層部＞
■メディカルセンター（８階）
■ホール・カンファレンス（６階～７階）

＜低層部＞
■商業・ツーリストサロン・金融サービス

（Ｂ１階～５階）

④なんばのまちづくり推進（２／３）

オフィス
（約５７，０００㎡）

メディカルセンター
（約１，５００㎡）

ホール・カンファレンス
（約２，５００㎡）

商業・ツーリストサロン
金融サービス

（約１４，０００㎡）

※その他、設備関係３，０００㎡施設構成（イメージ）

新南海会館ビルイメージ（御堂筋より望む）

関空へのアクセス拠点、なんばターミナルと直結した
エリア№1ビル。高機能オフィスの他、先進医療施設や
ツーリストサロン等を設置。アジアのゲートシティとなる
ための都市機能を集約するとともに地域との共生を図り、
なんばエリアに新たな価値を創造する。
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

④なんばのまちづくり推進（３／３）

◆建物概要

鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造構造

約１５４ｍ高さ

２０１６年春

※設備移設等関連工事は２０１１年７月より着手

着工予定

約４００億円総事業費

約７８，０００㎡延床面積

地上２９階 地下２階階数

２０１９年春竣工予定

◆事業スケジュール

2014年 2015年2013年2012年2011年 2019年2018年2017年2016年

設備移設等の関連工事・解体工事

本体工事

全景（イメージ）



34

４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

◆運輸送形態の変更や生産性向上施策の推進
・和歌山港線の運行形態の変更
・効率的な事業運営体制の構築

⑤グループ経営基盤の強化（１／２）

◇効率的な事業体制の構築

◆ボートレース施設賃貸業の収支改善
・効率的な経営を図るため、ボートレース場の施設をグループ内の住之江興業へ集約。
増収施策の実施や費用削減の徹底により、収支改善。

◆南海電鉄本社部門においてＩＳＯ１４００１認証取得（2012年3月）
・節電やコスト削減意識の徹底

◆駅ビジネスの再編・強化
・沿線各駅での商業賃貸事業、直営物販事業の運営を南海商事グループに集約。
経営効率向上と収益力強化を図ると同時に、ＰＭ機能強化により大阪市交通局の駅ナカ事業
受託に続く、他社施設からの受託拡大を目指す。
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４４．．中期中期経営計画経営計画「凜進１３０計画」「凜進１３０計画」のの進捗進捗状況状況

進捗する泉大津連立

◆新型ＡＴＳの整備等、安全投資を実施
・2011年度実績： ６７億円
・2012年度計画：約７０億円

◆駅バリアフリー化整備工事の推進
・2011年度：美加の台駅をはじめとする５駅で整備完了
・2012年度：和歌山市駅で整備予定

◆南海線で連続立体交差事業を推進
・堺市内、高石市内、泉大津市内

◆新駅「和歌山大学前」駅開業（2012年4月）
・南海線 孝子駅～紀ノ川駅間

美加の台駅に整備した
エレベーター

◇「安全・安心の追求」「サービスの向上」

和歌山大学前駅

⑤グループ経営基盤の強化（２／２）
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南海電気鉄道株式会社
〒542-8503 大阪市中央区難波五丁目１番60号
経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）
ＴＥＬ：06-6644-7105 ＦＡＸ：06-6644-7108
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。

ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先
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